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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第79期
第１四半期
連結累計期間

第80期
第１四半期
連結累計期間

第79期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (百万円) 20,914 23,301 89,689

経常利益 (百万円) 783 802 3,099

四半期(当期)純利益 (百万円) 325 451 2,108

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 322 361 2,462

純資産額 (百万円) 9,339 12,474 12,215

総資産額 (百万円) 72,510 79,408 80,212

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 13.41 18.56 86.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 12.88 14.79 14.28

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州債務危機の再燃や海外経済の減速傾向の顕在化、

為替の円高回帰、原油価格の高騰など、先行き不透明感が漂う中、「東日本大震災」後の厳しい状況からの

復興需要やエコカー補助金などの政策効果により、緩やかながらも回復傾向で推移しました。

物流業界におきましても、このような状況を反映し、貨物量は震災の影響による大幅減の反動による増加

や復興需要などを受けて、わずかに増加に転じましたが、景気の不透明感などにより、お客様からの物流コ

スト削減要請は一層強まりました。また、同業者間の競争は激化し、さらに燃料単価は高止まりするなど厳

しい状況でありました。

当社グループでは、このような状況に対処してグループ共同で、統一した営業行動がとれるよう、定期的

にグループ営業責任者会議を開催し、営業情報の共有化による営業戦略の立案とその実施に取り組みまし

た。また、営業マンの増員を行うとともに、質的な向上をめざした営業マン教育も引き続き実施いたしまし

た。

一方、「品質とサービスの名鉄運輸」として、お客様が当社グループに対し安心して荷物をお預けいただ

けるよう輸送品質の向上に取り組みました。荷物事故の撲滅等の指導をさらに強化し効果をあげるととも

に、貨物量に応じた運行系統となるよう見直しを行いました。また、運行便のダイヤ運行に取り組み、確実に

荷物をお届けできるよう配送網の整備とグループ間で重複する配送エリアの見直しにも取り組みました。

以上の結果、当社グループの当第１四半期連結累計期間における売上高は、昨年10月に四国名鉄運輸㈱と

その子会社５社を連結子会社化した効果もあって、前年同四半期比11.4％増の23,301百万円となりました

が、前年の震災による救援物資輸送などの特需の剥落がありましたので、営業利益は前年同四半期比0.4％

減の750百万円を確保するに止まりました。経常利益は、前年同四半期比2.4％増の802百万円となり、特別損

益の改善等もありましたので四半期純利益は、前年同四半期比38.5％増の451百万円となりました。
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当第１四半期連結累計期間のセグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（貨物自動車運送事業）

貨物自動車運送事業における「路線事業」では、運賃単価の下落が続く中、積極的な営業による取り扱い

貨物量の増加により、収入を確保することができました。「区域事業」では主力のお客様の低迷により収入

は悪化、「引越事業」では、同業者との相見積もりによる競争が激化する中、収入は低迷しました。

以上の結果、四国名鉄運輸㈱とその子会社５社を連結子会社化した効果もあって、売上高は前年同四半期

比13.0％増の19,861百万円となり、売上総利益は前年同四半期比23.1％増の1,540百万円となりました。

（航空利用運送事業）

航空利用運送事業では、当社グループとの共同配送による効率化を推進するために営業拠点の統廃合を

進めた一方で、四国名鉄運輸㈱の航空部門が加わった効果もあり、売上高は前年同四半期比6.3％増の2,007

百万円となりましたが、売上総利益は名鉄ゴールデン航空㈱の収入減少により、前年同四半期比43.4％減の

67百万円となりました。

（流通事業）

流通事業では、お客様である飲料メーカーや日用雑貨メーカーの荷動きは好調でしたが、精密機器メー

カーが円高の影響に伴い国内生産を縮小し海外移転を進めたため、当社グループの請負業務が縮小したこ

となどにより、売上高は前年同四半期比2.0％減の1,402百万円となり、売上総利益は前年同四半期比24.9％

減の155百万円となりました。

（その他）

その他の事業では、遊休資産の有効活用に引き続き努めた結果、売上高は前年同四半期比32.6％増の31百

万円となり、売上総利益は前年同四半期比41.0％増の22百万円となりました。

　
（２）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間の資産合計は、前連結会計年度に比べて803百万円減少して79,408百万円とな

りました。流動資産は、受取手形及び営業未収入金が619百万円減少したことなどにより380百万円減少して

15,285百万円となり、固定資産は、減価償却などにより有形固定資産が326百万円減少したことなどにより

422百万円減少して64,123百万円となりました。

負債合計は、前連結会計年度に比べて1,062百万円減少して66,933百万円となりました。流動負債は196百

万円増加して44,216百万円となり、固定負債は1,259百万円減少して22,717百万円となりました。

有利子負債（短期借入金、１年内返済予定の長期借入金、長期借入金、リース債務（流動、固定）、社内預

金の合計額）は、前連結会計年度に比べて1,073百万円減少して40,514百万円となりました。

純資産合計は、前連結会計年度に比べて259百万円増加して12,474百万円となりました。利益剰余金が439

百万円増加したことなどによるものであります。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　
（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 79,200,000

計 79,200,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,402,99124,402,991
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は1,000株
であります。

計 24,402,99124,402,991― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　
     該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　
     該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　
     該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

― 24,402 ― 2,065 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

　

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成24年３月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式     102,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式  24,147,000 24,147 ―

単元未満株式 普通株式     153,991― ―

発行済株式総数 24,402,991 ― ―

総株主の議決権 ― 24,147 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式56株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
名鉄運輸株式会社

名古屋市東区葵二丁目12
番８号

102,000 ― 102,000 0.42

計 ― 102,000 ― 102,000 0.42

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

(1) 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平

成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

(2) 当社の四半期連結財務諸表は、従来、語尾を「である」調で記載しておりましたが、当第１四半期連

結会計期間及び当第１四半期連結累計期間より「ですます」調の丁寧な表現で記載することに変更い

たしました。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

名鉄運輸株式会社(E04180)

四半期報告書

 7/18



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 600 587

受取手形及び営業未収入金 ※1, ※2
 13,707

※1, ※2
 13,088

有価証券 2 2

貯蔵品 180 158

繰延税金資産 351 552

その他 925 996

貸倒引当金 △101 △99

流動資産合計 15,666 15,285

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 35,753 35,646

減価償却累計額 △23,554 △23,621

建物及び構築物（純額） 12,199 12,025

機械装置及び運搬具 23,950 24,130

減価償却累計額 △17,558 △17,766

機械装置及び運搬具（純額） 6,392 6,364

土地 38,393 38,282

リース資産 1,357 1,357

減価償却累計額 △776 △834

リース資産（純額） 581 522

建設仮勘定 － 49

その他 1,268 1,266

減価償却累計額 △1,018 △1,021

その他（純額） 249 244

有形固定資産合計 57,815 57,488

無形固定資産

リース資産 243 211

その他 413 411

無形固定資産合計 656 623

投資その他の資産

投資有価証券 2,285 2,141

長期貸付金 79 79

繰延税金資産 1,313 1,395

その他 2,465 2,458

貸倒引当金 △70 △64

投資その他の資産合計 6,073 6,011

固定資産合計 64,545 64,123

資産合計 80,212 79,408
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 ※2
 9,138

※2
 9,008

短期借入金 21,110 20,539

1年内返済予定の長期借入金 7,065 7,933

リース債務 365 350

未払法人税等 1,261 608

賞与引当金 258 37

その他 4,820 5,738

流動負債合計 44,019 44,216

固定負債

長期借入金 12,469 11,196

リース債務 410 332

繰延税金負債 317 316

退職給付引当金 7,218 7,367

役員退職慰労引当金 150 135

資産除去債務 578 580

再評価に係る繰延税金負債 2,396 2,366

その他 435 421

固定負債合計 23,976 22,717

負債合計 67,996 66,933

純資産の部

株主資本

資本金 2,065 2,065

資本剰余金 1,534 1,534

利益剰余金 5,942 6,381

自己株式 △20 △20

株主資本合計 9,523 9,962

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 173 68

土地再評価差額金 1,760 1,711

その他の包括利益累計額合計 1,933 1,779

少数株主持分 758 733

純資産合計 12,215 12,474

負債純資産合計 80,212 79,408
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 20,914 23,301

売上原価 19,347 21,542

売上総利益 1,567 1,759

販売費及び一般管理費

人件費 436 535

施設使用料 126 151

その他 250 322

販売費及び一般管理費合計 813 1,009

営業利益 753 750

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 38 39

持分法による投資利益 － 2

受取手数料 16 16

補助金収入 2 50

貸倒引当金戻入額 54 1

その他 34 31

営業外収益合計 147 142

営業外費用

支払利息 106 87

その他 10 3

営業外費用合計 117 90

経常利益 783 802

特別利益

固定資産売却益 25 37

負ののれん発生益 － 26

その他 0 7

特別利益合計 26 71

特別損失

固定資産処分損 3 2

減損損失 9 6

投資有価証券評価損 － 7

割増退職金 48 －

その他 12 1

特別損失合計 75 18

税金等調整前四半期純利益 734 856

法人税、住民税及び事業税 515 665

法人税等調整額 △106 △278

法人税等合計 409 386

少数株主損益調整前四半期純利益 325 469

少数株主利益 0 18

四半期純利益 325 451
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 325 469

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3 △108

その他の包括利益合計 △3 △108

四半期包括利益 322 361

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 322 345

少数株主に係る四半期包括利益 0 15
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

一部の連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　受取手形割引高及び受取手形譲渡高

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形割引高 646百万円 691百万円

受取手形裏書譲渡高 16　〃 15　〃

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。なお、当第１四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結

会計期間末日満期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

受取手形 106百万円 94百万円

支払手形 78　〃 95　〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）、のれん

の償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 681百万円 780百万円

のれんの償却額 2　〃 0　〃

負ののれんの償却額 1　〃 ―
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月24日
定時株主総会

普通株式 48 2.00平成23年３月31日 平成23年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 60 2.50平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　
２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 　 報告セグメント

その他
(注) 1

合計
調整額
(注) 2

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注) 3

　 　
貨物
自動車
運送事業

航空利用
運送事業

流通事業 計

  売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 17,5731,8871,43020,891 23 20,914 ― 20,914

　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

284 63 13 361 ― 361 △361 ―

計 17,8571,9511,44421,253 23 21,276△361 20,914

  セグメント利益 1,252 118 206 1,577 16 1,593 △26 1,567

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

　

(重要な負ののれんの発生益)

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　 　 報告セグメント

その他
(注) 1

合計
調整額
(注) 2

四半期連
結損益計
算書計上
額
(注) 3

　 　
貨物
自動車
運送事業

航空利用
運送事業

流通事業 計

  売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　 外部顧客への売上高 19,8612,0071,40223,270 31 23,301 ― 23,301

　
セグメント間の内部
売上高又は振替高

371 44 9 424 ― 424 △424 ―

計 20,2322,0511,41123,695 31 23,726△424 23,301

  セグメント利益 1,540 67 155 1,763 22 1,786 △26 1,759

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業を含んでおりま

す。

２  セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。

　

(のれんの金額の重要な変動)

該当事項はありません。

　

(重要な負ののれんの発生益)

貨物自動車運送事業セグメントにおいて、連結子会社である四国名鉄運輸㈱の株式を当社が追加取

得した際に負ののれんが発生しました。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第１四半期連結累計期間においては26百万円

であります。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

    １株当たり四半期純利益 13円41銭 18円56銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(百万円) 325 451

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(百万円) 325 451

    普通株式の期中平均株式数(千株) 24,303 24,299

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
　
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月７日

名鉄運輸株式会社

取締役会  御中

　
有限責任 あずさ監査法人

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士      井  上    嗣  平      印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士      田  中    智  司      印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている名鉄
運輸株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平
成24年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年
６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期
連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、名鉄運輸株式会社及び連結子会社の平成24年
６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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